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CIFORの研究・調査拠点 

研究者 約250人 、スタッフ 約100 人 
本部：インドネシア・ボゴール 地域オフィス 
研究サイト 30カ国以上 



CIFORの研究枠組み 

2013年〜 ランドスケープアプローチ 



ランドスケープ・アプローチ 

 地域間比較 

 自然科学データと社会科学データの統合 

 長期モニタリング（10年以上） 

 共同研究、研究サイトの共有  

   



ランドスケープ比較研究 調査地  



ランドスケープアプローチ：メコン地域間比較 

・土地利用変化の要因を分析 
・ゴム導入の影響 
・REDD+パイロットプロジェクトの比較 
・ 
・ 



国別収集データの一例 



ワークショップ案 11月末 

 10:00 開会挨拶  

 10:05 趣旨説明  

 10:10 ランドスケープアプローチ CIFOR メコン地域比較調査から    

                昼食 

 13:00  マレーシア、サラワクでのランドスケープ研究   

 14:00  インドネシア泥炭での長期的生態研究  

 15:00  タイ・ラオスでの長期的社会調査  

 16:00  共同研究にむけたブレインストーミング 

 

 

                   



今後の予定 

 2014年11月後半  

ランドスケープアプローチに関するワークショップ＠京都 

 

 2015年1〜2月共同調査＠タイ、ラオス、ミャンマー 
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